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来年度以降の

学習指導要領改訂に向けて
審議は ま だ途上にあ る

本箆 小学校での英語必修化をはじめ、 3月の外国語

専門部会報告で示された方向性lふ！Hf確定的と考え

ていいのでしょうか

中嶋 ：� I jのそ火はあくまでも＂＇！Ill村i；りで、 ll�終的な

符1pカ：111みのIiむう少したのことです ただ、 必修化

に向けたJj1i1Jで検H・J -1－ゐ二とl止、 ほぼまとまってL、ま

ず そのn体的な�fl＇！；＇－＜備に！均して． これから，�＼.；，，を

つめてい く こ と になるでし ょ う 削減にi tけli:l�＇＂＇交
のうひず＇／4l'i'!1＇��！！！こもり込みたい、 というのがIIドのiI 

伶です

む・〉とも��今！之かならfしも’必修｛ヒ）をキーリー

,,. lム.it.�していふわけではありませんρ 将;l�に向けたわ

かI�1q J 9� .. :i教－（｛はどうあるべきか． 公教11-l�H；のなか

て！；�.. It投打をどうt.°':ilo＇.づけるのか、 また. ＇（：•，別行，l"J.＇波

,,(1<1>(1£ .. fをと・うするか そういった広い似点からの純

正lむ勺�！.＇ふくまれま·i·

本総 この報告のなかの、「小学絞話学年から週1時間

程度、 領iままたはP総合的な学習の時間Jで芙認を教え

るjという部分i立、 ややもの足りない惑もありますが、

これもまだ変わる余地があるわけですむ？

中蛤 I;�’『Ii教ffを4免；:C（で4浮入するなら、 ｛詰1人的に｛土j!1 

I 11.j lliJで｛土少ないと！占じていますし． 少なくとむ，＼·�，.「

{j：でl土‘ 11：縦のf土？：｝としてj広人でされ：iと忠い主－�
帽

上りflFj::

とら｛長’··�－べきでしよう JlH必的にむ，jミ�Q的にも，.，〉

？：円Jljlし、 1'i!f:!J·として抗策·tるつもうです・

本誌 過白、 伊吹文明文部科学大臣から、f英語必修化

lj.必婆ない まずは包括jといった主旨の発言がありま

した これにより、 �IL�が後退する可能性は？

中嶋 kl：＼！まらちろん、 大1:\1t. i·に代J<.されるlJ.�l1立、

伎の知A人のなかにも、'l•.t：文谷のなかにもありま·4·

か：〉、 久子に！耳i臨し惇1f(し／.；l、と.＇.！.＇. l、ます

l ＼.パ1・〉外Ikl,.fl 1.'l l"I；混合では、II本の!lt.dt.f'o'tにつ

いて、 l主的jなll]f・'J'tゃ，,l,i，ぷをつくして主ました そのti'(

h.•f.：ねのうえでは時？をまとめておりま寸ので. +tそに

まI�はできません ’JJ-111に配！むし. f'�P,\'(l!Jにものごと

を）！！：める こ とは ，R決ですが、 .liH1＇のili... li教lf(j.¢1］のま

まで！土. II 1>：はIiんとうにI•！際ti:�－�のなか·cJ:; t、てき

ぼりになっ てしまいます f)il次え：H・Mlのごft.立をうか

がい、 よく，/iしあっていきたいと与・えてし・ます

ltl”Iiが·T��・だというJ’.i.f立． 店、も！”iJ.iH！.です ただ寄ら

くの’j；昼夜が机；1EJYJしている ようぷ、 !l� .. I＼と1 11..: .. /f!J:. い

っ（安うをJf.／.れ！幻自｝jがだぬ！こなるというものではあ；jま

せん 1f1J:tのある、11：’l＇てfl�，；ltかN�えゐ人Hをifてる

ため｛こち、 11 �� .. Ii )Jo J1�！化f公区・�（！です f!.tよちは＜t什

して、 グ�.. ltt.Jtにかたよった.f't.:fi'をjf(:択しているわけ

ではないので

JJl (1：、 1I ��o＞公，＇（1）り：：wム ’総合的なザ：�bl<1J11.\· lllL 

などをj必じ、 じ’.）：ニ9：！パーセント－／）・なんらかの形です

でに；�.. Ifを必人していま－1- f！：？ではさらにill.んでい

ま·j- その現’tもふまえ、 え刊行では>kl・1えに1i1J:t、

37！なl'Jの侃�r·必ぷをも・》て、 本的的に!JL;l\f'.i:ffの強化

にJfx'.i）毒flもうとしています そういうif,�れがてきつつあ

るのはfi｛；＇＇）�で、 あとJ>S ;lはできない動与だと旦.＇.t、ます



大学新卒者のうち
すくい英語で、仕事がで、きる人材は
わず、か0.25パーセント

本誌 そうした流れの管景として、 文科雀の取り絡み

の歴史をかんたんにご説明いただけますか？

中餓 1�199:1二からwoo:1：にかけて、 小円 以弘之：ぇ·i�I；大
1;i<1)lf.\'fU二、 グと”；1i桁l以}jiJ；η：北氏の�rr.i.!Lに！泌する泣1.. ：� 

会カ・1i'z! t ：�）， L士した これかlit ��o; �� .. Mi1tを十1��（1�

には11＇（そうというiii �JJ en f/1き？、 店、はこの恕tiを：？の片：

i去をつとめました ぷ：くj主111�1( r Xfl·J..:1:1.のHHt：こも
！”l hの主！”者会が..'i，すらJ L. リスニンゲやスヒーキング

を強化·rるYt.. tf�｛fi'についてぷ必し. 1!i'.. ；·していま十

えJト？；ではこれをそけて． 民，，／＼が他えろ人H '({1皮の

ために． 戦時的な：フログラム：，�；じに1i1Jげて動：；.!zf；めま

した いiにHI；てでi,r;¥1＼’すみ人付か． わかいiて：土決定的

(: j：ろ：レのです たとえばTOffL600点1 l'lrl‘l以上

の））；かあり‘ti.�；にII＼て·tく－9�，，ff•ごfl:・’1�かできる人予
tir小r.·1よ、 わずカ・0.2；）ハ一七ント ニtti1・らIJ> II.｛.；の

エリートが1�1阪会，Aて.�'i. .. 11のYr11'がで3ない、 ii�.. ：；で

ビジネスをわたりあえなし・ょうでは｜付るのです

1�1��：.；11としての虫�，，li.JHn二本俗的にJf.{iJ；制iまなけれ
ばならないという必いぷぷは、 今！！までλれ'tiても交

< r著i’カ ・れてき ました 小マ：伏への九，／i;fi.人も、 そのなか

で�� :1·.1:u f／）倹Jをへて／I\てきた後「ドであり‘l1�i止になづ

て・�？.＇.，.＇.i＇.いつL、たようになれまったしのてはありません

＊�志 小学松の英語教育に対するさまさまな反対拾に

ついて、 先生の考えをお聞かせください

中銭 小，／：絞へのIf�， fj必人につl .て、’〆／r/）炎；a’:I�土fi: こ

!Ill�品かあるの（，： ，·）、 ＂＇ .. ；：：で（｝）fl.え）jを�11'1せ：fl‘いで
｛土ないカ、 と1、う立�.！.カ．あ：jま，「 こうした

幼Lピれffの’ft＂決fitという悦.＇.＇！：が欠詳してL、ます さま

ざまな%以でれづ！わ・）itてL ・ゐ上・）！ニ、 でStl!"!:!lirlf.ま

でに. l'I��：ニ��.：Iiにふ.i tゐことが＇－／＇：ましL、 アジアを

ふくめ、 ”ris-十川ではみな幼児JYJか：，.. :i ·'f" �｛ftを与－え．

それにふさわしい対応をしていゐなか. , , , .. （：：かうては広

いと·＇どいます

中11鳴嶺雄
中央教育審議会外国語専門部会主査、 国際教護大学学長

，，，.‘；：： lj�”flを：1J、，Y：校にiilit.!.1；しすゐの！；！：l・かがなもの

か！というJ制尚もよくいただ3ま寸ー しかしJ�々の，，，，.；：：

時代、 .i� I、:i H.Y lllJあった九，lfrJ)lf \:!Illは、 ／／（よj也：りI.\"

1111、 ＇.U�iのl7:lfよ：Ci IL\:lllJと． おどろく｛まと？えってL、ま

·4 1l'ILI. �！11•1. かれなと、 身近なI•I"(' .lt!!J袋と比べて
も11.\·lllfflか5わめて少ない おばえゐべき人日仏，h、む

たったl(l<J,,liと、 グロ一ハ1Hヒカr;Jt乙．なカ、で11.\(t：二j迫f j· 

し．ζL‘ゐ1比態て．ナ ·，·�；；：；には. "i：：斜iit;1/l1へσ）lf{ !J輔iみ

ベ，‘ ：；とI之ltilJtrJ>lllJ�とL υ>f.」』，，，.；：：十之の尖�I�カ：J

いまず そうであれば‘ ljド主的丸心v>!1.\:llH �iを.:t.; �： (,: 

えゐように. ,L.tiを小千：絞：； . Ii :r・かう1b＼：：にf£Hと

して湾人’1·ることの与えに入れるべきでしょう

小テ：校でb�”Iiをやると、 •'If:”！？ぎらいがふえ,7,, J とい

うふ.�IL 1q,,ffにむのをえにもあてはまりま·j· 子ども

の白佐々にははか！JJ.llれないものがあり． 教育とはそれを

どれだけ1::11cすゐかです 災”！？か加わったくらいでr

どらがだめにろ：るとす九：.r. それはrHtそのもののHi.It

です ザとnilにかぎらず． れれをき・〉いになうないれ1r

をおころ：うことが手袋で． 1j、，｝：佼から/;;fjめるから�＇ �» 

L、になる とL寸ll:J�－.：＇L！あ：jません

見4；凶i;?ljぬ（j,;j,IJのliill1＜とIi.＼•を！”jじくして、 lll:W.のボー

....，咽睡
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デレスftti －�（に近みました 二れはIT 本命のII.�)Yjと

も吊．なうま・「 グローハル化したこうした変化にl·J I必

十る教irか． 今、 11,j.:にら求められています とくに

；� .. IHよコミュニケーションのツールで’f 外lι！との火・；Ii[

はi色み. 11 '1�ns，もiばになリて. 1�11人jにあってもIf

,j�”ItだけのコミュニケーシJシでは、 こと）.（I）�：くなっ

てきます インタ一本JトひとつをJI（·，ても、 iiL.flがで

きるかできないかで． ずいぶんj;j!うわけです ここで公

t(."(J'が、 般1�1!（をおt hてきixりにするわl fにはい き

ません

地域人材を活用した
ティーム・ティーチングを提言

本総 小学校で英認を教えるHi滋蓄が不＋分との危恨

に対し、 外国語専門部会ljティーム・ティーチンクを提

言していますね

中犠 �l!H.にfnJむかむflllしつけるのではなく． \LT 

i外I If”IH行J,i'�W; Y,lや、il·�Y�からのW/"lソI·.・ 外川で��ら

中嶋嶺雄
中央教育審議会外国語専門部会主査、 国際教盛大学学長

したことのあるIf本人なと、 J!!!J戎t/）忽｛よな人材のi各｝j

をj!}てJ行i与していようとし・うことで寸 テfーム・テf

ーチングでt.:J:. -ll!H: !'JJJが�it�、なilt,,fiを」せなくて

も、 ｛－とむへのlli;fi; IJ.十分可能です CD・l<O'.\Iをはじ

めとするHli!IJ；伐材も、t（系（／）JJ)Jけになるでしょう

たた. －�ff..tHtにかかわる先’lo L!:l.'1- ;.K的に全il、 少

なくともTOEFL;):10.'.°.( (f'JlTiくらいは9L,fiができるよ

うにたってほしい 11.�lllJをかけてむ、 そういうhfi1Jに

持，Jてt、くへ与でしtう いずれは投u免必！［�l�；に�·f

u討を必須条f'Iーにするよと まで、 後Jする余地があると

思L、ます

本誌 ｛泉疑者や子どもの英語にかかわるみなさんには、

どのようなことを�；：れますか？

中嶋 これまで1 I '1�のfHifよ、 現’tにjff.むグローハ）�

化に｛ょとんどt・.jJ,i:.；してさませんでした 九，！？教ftもluJ

はで‘ j、，·；：入ぷ（／Jfllj�＇£！カ丸、くら情けでも、 ’J�H:S.γCま

リたくi'z・1たないという染υllliVfti.1：続いて3たので’r

そういう教＂（｛をやりていては. l.•-nlll 1－：（土lll:Y�にi!.!l

JIJしなくなってしまつまず �d�を’iきる｛－どらたち

が. J:. :i肢かな人生をすごせるよう. lll:'N-の動�. グ

ローハJL(ヒの肋きをはて、 4、きいう九治．「》（））!Ji:，’！
司というlllJWをt'({i!l）に与えていただl UtLfと.w.い ま·J




